
AI活用が広がり、「AIと言えばGPU」 という認識も生まれる中で、これからのサーバー ・インフラス
トラクチャーの在り方はどう変わるのでしょうか。インテルが新世代プロセッサーとともに提供する
新たな選択肢とは？

AI基盤にもクラウド/オンプレミスの選択肢

企業のサーバー ・インフラストラクチャーに求められる要件は、生成 AI 活用、アプリケーション
の多様化、コストの最適化、セキュリティー対策の強化といったニーズが高まる中で変化しつつ
あります。 例えば AI で必要とされる GPU などの高性能な環境はコストがかさむため、コンピュー
ティング性能とコストのバランスをどう取るべきかが悩ましい問題です。 CPU の進化も著しく、
大量のデータ処理が求められる生成 AI の稼働環境でさえ、クラウド上の GPU だけではなくオン
プレミスの CPU サーバーで稼働させるという選択肢が登場しています。

要件と選択肢が多様化する中で、 これからのサーバー ・インフラストラクチャーをどう構築する
べきか、 2025 年 6 月 27 日に開催されたオンラインセミナー「生成 AI での DX 本格化を支える 
サーバー ・インフラストラクチャーの在り方とは」 からヒントを探ります。

生成AIの“ショック期” に企業がすべきこと

基調講演に登壇したアイ・ティ ・アール シニア・アナリストの入谷 光浩 氏は、 生成 AI や AI/ML
プラットフォームを中心に IT 投資が活発化している現状と、 企業がとるべき戦略について語り
ました。 同氏は、 生成 AI を手軽に利用できるサービスが増えて幅広い業務で活用が進む一方、
ビジネス価値創造へとつなげるためには、 サービスの「利用」 から、 業務フローに組み込む「構
築」、検索拡張生成（RAG） など自社に合わせた「作り込み」、独自の大規模言語モデル （LLM） の
「開発」 へと段階的に進める必要があると指摘します。

「現在、生成 AI は初期の高揚感が失われた“ショック期” にありますが、今後の本格的な回復期に
備えて今のうちに AI 活用の基盤を整えるべきです」（入谷氏）

さらに入谷氏は、 「これまで AI 環境はクラウド環境での構築が主流でしたが、オンプレミスを検
討する企業も増えています」 と語り、パフォーマンスやコスト、セキュリティー、拡張性などそれぞ
れの特長を踏まえて自社の要件にあわせて検討する必要があること、クラウドとオンプレミス両
方の選択肢を持つことの重要性を強調しました。

AIインフラにも活用できる最新CPU

AI インフラストラクチャーを考える際に意識したいのが CPU の進化です。 性能や電力効率が大
幅に向上しており、CPU ベースで AI インフラストラクチャーを構築することも現実的な選択肢と
なっているため、最新世代の CPU に置き換えるだけでも、かなりの総保有コスト （TCO）削減が
期待できます。 具体的にどこまで変わるのか、インテル株式会社インダストリー事業本部シニア・
ソリューション・アーキテクト 高藤 良史のセッションを中心に紹介します。

DX を成功させるカギはコストと性能のバランス
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高藤は、 コスト削減や電力効率の向上、 スループット向上などデータ
センターの課題に応えるべく、 インテルの CPU は進化を進めてきたと
説明。 その成果として挙げたのが最新世代の「インテル® Xeon® 6 プロ
セッサー」 です。 AI やスーパーコンピューター、データベース分析、ネッ
トワーク、コンテンツ配信など幅広いワークロードに対応し、前世代よ
りも格段にパフォーマンスを向上させています。 データの信頼性と安全
性を守る機能のほか、AI アクセラレーターを内蔵している点が特長です。
インテル® Xeon® 6 プロセッサーを 1 世代前と比較すると、同じコア数
で 20 ～ 50％ほどパフォーマンスを向上させています。

インテル® Xeon® 6 プロセッサーは、 汎用的なエンタープライズ用途
に適した 「P-cores （Performance-cores）採用」 と、 消費電力を抑
えた「E-cores（Efficient-cores）採用」 の 2 種類で展開。 E-cores はコ
アの構成をシンプルにすることで集約率を高めており、マイクロサービ
ス・アーキテクチャーやウェブ系の大規模ソフトウェア環境などに適し
ています。

高藤は「メディアストリーム処理の環境において、 第 2 世代インテル® 
Xeon® スケーラブル・プロセッサーでは 200 ラック必要だったものが、

インテル® Xeon® 6 プロセッサー（E-cores 採用） では、 約 66 ラック
と 3 分の 1 にまで削減できます。 集約率が高まれば冷却効率も上がり、
消費電力や CO2 排出量の削減にもつながります」 と説明します。

第 2 世代インテル® Xeon® スケーラブル・プロセッサーは 2019 年に
リリース。 当時導入したサーバーをインテル® Xeon® 6 プロセッサー
に切り替えただけで、 TCO を 20 ～ 70％削減できた試算もあるといい
ます。 サーバー更改においては従来と同じコア数のサーバーを検討す
る傾向が強くありますが、コア数の多いサーバーは導入コストこそ高く
なるものの、集約率が高まることでスペースや消費電力、そしてそれら
にかかるコストの削減が可能です。 CPU 選定についても、 TCO を含め
た長期的な視点で検討する必要があります。

CPUレベルでもセキュリティーを強化

サイバー攻撃の手口が巧妙化する今、AI が活用するデータや AI モデル
そのものをいかに保護するかも重要な課題です。 インテル ® Xeon® 6 
プロセッサーはそうした状況に対応できるよう、セキュリティー対策も
大幅に強化されています。

図1. インテル® Xeon® 6 プロセッサーに切り替えることでスペースとコストの節約が可能

図2. インテル® Xeon® 6 プロセッサーのセキュリティー面の強化ポイント
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「インテル® ソフトウェア ・ ガード ・ エクステンションズ （インテル® 
SGX）」、 「インテル® トラスト・ドメイン・エクステンションズ （インテル® 
TDX）」 という 2 つの技術を搭載。 ハードウェアに内蔵された暗号化
機能により、ほかのアプリケーションや仮想マシンからデータを隔離、
保護し、 機密データへの不正アクセスを防ぎます。 「最近は量子コン
ピューティングが注目されていますが、インテルはその動向も見据えて
耐量子暗号化への対応も視野にセキュリティーを強化しています」 と
高藤は説明します。

AIをより手軽に使える世界へ

高藤がセッションでたびたび言及したのが、 インテルが掲げる 「AI 
Everywhere」 というコンセプトです。 「AI ＝ GPU という認識を取り
払い、CPU でも AI が手軽に動作する世界を実現できれば、AI の活用の
幅が広がるはずです」 と語ります。 AI というと最近は LLM や生成 AI の
イメージが強いものの、ビジネスの現場を見ると画像認識や画像分類
の需要もいまだに根強く、こういった軽量な AI 処理ではもはや GPU を
使う必然性は薄れつつあると高藤は指摘しました。 その中でインテル
が提案するのが、CPU で AI 関連のタスクを処理するアプローチです。

高藤はデータセンター向け AI 製品としても、 GPU ではなくインテル® 
Xeon® 6 プロセッサーを挙げました。 AI アクセラレーター「インテル® 
アドバンスト・マトリクス・エクステンション （インテル® AMX）」 を搭
載しており、 小規模な LLM であれば十分に実行可能。 そして、 700 億
パラメーター以上のより大規模なモデルに適しているのが、 「インテル® 
Gaudi® 3 AI アクセラレーター」 です。

では、 GPU と AI アクセラレーターの違いはどこにあるのでしょうか。
「GPU はハイパフォーマンス・コンピューティング （HPC） などでの利
用が想定されており、倍精度浮動小数点など高精度の演算ができます。
しかし、AI は比較的低精度で多くのパラメーターを保持する必要があり、
高精度演算は必ずしも必要ではありません。 そこで、これらの機能を排
除し、AI 処理に特化させたのが AI アクセラレーターです」（高藤）

「RAG」 の検索や、推論実行もCPUで対応可能に

CPU ベースでの AI 活用で、 特に注目したいのが RAG です。 生成 AI モ
デルのパラメーターが増加して、複雑な処理をするにはモデルサイズの
肥大化は避けられず、かといって企業ごとに大規模モデルをトレーニン

グするのは現実的ではありません。 そこで RAG を使い、 企業が保有す
るデータセットを事前にベクトル化し、 ユーザーの質問に近い情報を
検索、参照して回答を生成することで回答精度を高めます。

RAG の仕組みにおいて、ベクトル型データベースへの問い合わせなど
はインテル® Xeon® 6 プロセッサーで対応可能です。 「RAG のレスポン
スタイムにはプロセッサーが大きく関わります。 例えば、チャットサービ
スのやりとりではレスポンスタイムがシビアに問われますが、このよう
な領域でのデータ検索にインテル® Xeon® 6 プロセッサーは有効です」

従来の CPU ではベクトル検索の処理性能を十分に引き出すのが難し
い課題となっていましたが、 インテル® Xeon® 6 プロセッサーは AI 処
理高速化技術である「インテル® AMX」 を組み合わせることで、 RAG
におけるベクトル検索をより効率的に実行することを可能にしました。
「インテル® AMX は CPU コアに内蔵されたアクセラレーターです。 コア
数が多ければ、 それだけ多くのインテル® AMX を持つことになります。
つまりコア数が多い CPU を利用することで、用途によっては GPU を使
わなくても効率的な推論が可能になります」

インテルでは実際に、 インテル® Xeon® 6 プロセッサーと RAG を使い、
監視カメラの映像を検索する実験をしています。 ユーザーが動画に
「不審な人がいたか」 といった問い合わせをすると、 RAG が動画ログ
を見た上でベクトル型データベースを検索し、 LLM に結果を返します。
その結果をもとに LLM がユーザーへの回答を生成するという仕組みです。

AI 処理で GPU が必要とされるのは主に学習のフェーズです。 推論を実
行するだけならば GPU は必要ない場合も多く、 となれば、 環境への要
件も変わってきます。 精度が高く商業利用可能なモデルが多く登場す
る今、推論処理だけを実行したいというケースもあるでしょう。 その際、
GPU ほどコストをかけず、 CPU で AI インフラストラクチャーを構築す
るというアプローチは魅力的です。

コスト・パフォーマンスに優れたAIアクセラレーター

インテル® Gaudi® 3 AI アクセラレーターは、 1 台のサーバーノードに
最大 8 基搭載できるユニバーサル・ベースボードのほか、 PCIe カード
でも提供しています。 128GB の HBM2E メモリーを搭載し、 1,678T
（テラ）FLOPS という高いパフォーマンスを発揮します。

「インテル® Gaudi® 3 AI アクセラレーターは IBM Cloud でも採用され

図3. RAG を用いたカメラ映像検索の概要
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ています。 IBM の AI モデル Granite 3.1 8b では 25 ～ 40％ものコス
ト効率化を実現しました。 コストとパフォーマンスのバランスが良い製
品だと言えるでしょう。 PCIe タイプも AI アクセラレーターの選択肢の
1 つとしてご検討いただきたいです」

最後に高藤は、製品のオープン性に触れて次のように締めくくりました。
「特定のベンダーだけが AI ビジネスに関わるのではなく、多様な企業が
AI をより手軽に活用できる製品を提供することで、AI の民主化が進む
とインテルは考えています。 そのためにも、 AI のオープン・エコシステ
ムを活用することが重要であり、インテルの製品はその理念に基づいて
います」

インテル® Xeon® プロセッサー ：
https://www.intel.co.jp/content/www/jp/ja/products/details/processors/xeon.html

インテル® Gaudi® 3 AI アクセラレーター ：
https://www.intel.co.jp/content/www/jp/ja/products/details/processors/ai-accelerators/gaudi.html

データセンターの刷新と拡張を検討しているユーザー向けガイド 「インテル® Xeon® プロセッサー ・ アドバイザー ・ スイート」：
https://xeonprocessoradvisor.intel.com/welcome

インテル株式会社 高藤 良史
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